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クスノキの走査型電子顕微鏡写真 （スケール 50μm) 一関連記事本文464ページー
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天体核物理学，恒星の進化と元素の起
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名 ｜生年月日 ｜出身地l講座 等 研 究 分 f一
文治 ｜大正 6.1 京都府 ｜白山工学 ｜仏羽品輸措主主テム
fl -I 9.10. 6 而ム日工学 I t~~~~バヒ語学長平
氏
I I I レオロジーと 動光学を中心とする高
小野木 重治 ｜ 9.10. 21 I：京都府 ｜高分子物性 分子物性並びに高分子材料に関する研
｜｜ 究
小掘 戸 川東京都眼脱出Irt耕一白地震
古｜判直哉 9.12. 9 大阪府 機械系巾位操作 流体ー粉体混合系の特性及びその分離法に関連する機械的単位操作
10. 2. 25 I宮城県 ｜結品一l繍立に格子欠陥結晶塑性材
明石 ｜ ｜ l自動制御理論，システムilJI御，機械力一 10. 3. 30 I東京都 ｜制御工学 ｜学
J:! 学部
教 授 ｜田中正武 ｜ 9. 6.10 京都府栽培櫛物起原学 ｜韓協議雲市重論持続用遺
， ｜ 生化学・生物工学；固定化酵素の利9.12. 8 広島県 ｜炭産製造学 用，資源の循環利用，純物の分子生物
｜ 学的研究
元 9.12.21 Iー 水 叫物学｜間妥協撤回推喜志望
浩［10. 1. 8 問 ｜作 物 学 ［競信雄生産力の発現機作耕
段学勾 ｜ 土壊化学，特に鉄の加水分解誉聖が作
講 師古川秀顕 I 9. 5. 3 I岡山県土 壌 学 完層の特性を規制している諸事象の研
グ 竹士伊助 9. 8.19 熊本県 ｜疫学原論 ｜開業鵜法制史農協経営分
教養教部授 万井正人 9. 4.30 大阪府保健体育 ｜居間関脇向の
， ｜木 下圭三 ｜ 9. 1. 1 I鳥取県 ｜化 学 ｜増反応化学，一般化学及び化学史のI I ｜研究
// 松本 誠 9. 8. 1 京都府 ｜数 学 ｜智雄留ま訟能漏スラ一計誌を
， 10. 2.13 岐阜県物 理 学 プラズマ中の電離波動の研究
， 井上 健 10. 2.19 神奈川県物 理 学理論物理学
化学裂究所授岡野正捕 9.11. 7 滋賀県 ｜石油化学 ｜誌端溜識の蜘する撒
人文科学研究所 ｜上山春平 I10. i.16 I和歌山県！宗 教 史 ｜哲学的国家論の観点からする国家と宗
教 授 l I I I ｜；教の関係についての研究
続F疾患前川陽夫I10. 1.30 I兵庫県 ｜内科学第一 Z震設詰まる犠呼吸器感染症の化








































































京大広報 1984. 2. 1 
いし，木材に関係のある犯罪捜査
や法作問題の解決にも協力するこ
とがある。そのためには訟積の拡
大になお一層の努力が必要であ
る。有用備I種といわれるものの材
鑑はすでにかなりの量が収集され
ているが，追跡からの出土木材に
はそれ以外の樹種も包含されてい
るし，外材に関しでも，今まで未
利用であった新しい樹種が輸入さ
れてくる。さらに同一樹種でも立
地により，また 1木の樹木でも部
位により性質の異なるのが天然、の
生物材料である木材の特徴である。
これらの材鑑の収集，さらには顕
微鏡観察用のプレパラー卜の作成から樹種識別の
データまで蓄積していく仕事は，まさにエンドレ
スである。現在，この難解な樹種識別をコンピュ
ータ化するためのソフトウェアを開発巾である。
今後も継続して多くの材鑑を収集し，木材の物
＜資料＞
国立大学の授業料の改定に
関する国立大学協会の要望
このたび国立大学協会会長から，国立大学のJ受
業料の改定に関し，以下のとおり関係方面に要望
した骨報告があった。
昭和59年1月24日
国立大学協会会長
平野飽一
要望書の提出について
昭和59年度の予算編成に当たり，国立大学の授業料の
土台額改定を図る意図がある由灰聞いたしましたので，こ
れの学生生活に及ぼす影響に鑑み，急速その対応につい
て両副会長及び第6常置委員会委員長と協議し，取急ぎ
関係方面に国立大学側の意向を伝え善処方を求めること
とL、たしました。
よって，予て第6常置委員会で検討中の索案を基に要
望書を至急取りまとめ，去る 1月18臼，事務局長がこれ
を携えて大蔵省及び文部省を訪ね，両省大臣以下各関係
官にこれを提出いたしました。
以上，国立大学授業料の問題に関し緊急に処置いたし
ましたので，同要望書の写を添えここにご報告いたしま
す。
大型材鐙室
理的，化学的性質の基礎となる組織構造を解明す
ることにより，木材の適材適所への利用方法の確
立，さらに木材に関連する他の分野にも貢献する
ことができるものと確信する。
（木材研究所）
昭和59年 1月17日
国立大学協会会長
平野龍一
国立大学の授業料の改定について （要望）
政府においては，財政再建と行政改革に真剣に取り組
まれていることに敬意を表するものでありますが，明年
度の予算編成に当たり国立大学の授業料を大幅に増額改
定する意図があると伝えられていることについては国立
大学協会としては強い危恨の念を表明せざるを得ませ
ん。
国立大学の授業料については，既に昭和54年12月18日
付けの要望書等において，繰り返し要望しておりますよ
うに，教育の機会均等の原則を実現するためにできるだ
け低E主であることが望ましく，また固と社会を最大の受
益者とする国立大学の教育にとって単純な受益者負担の
原則の適用やコスト主義に基づく専門分野間格差の導入
などは認められないことであります。しかも近年の授業
料と入学料との隔年交互の増額改定により国立大学の授
業料は私立大学の授業料の半額程度にまで達しており，
単なる財政収入の増の観点からその引き上げが図られで
はならないことも既に指摘し要望してきたところであり
ます。
政府におかれては，われわれの意のあるところを賢察
せられ，国立大学の授業料の取扱いについては十分慎重
を期せられて，教育の機会均等の原則の実現に努力され
るようここに重ねて強く要望いたします。
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